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　２０２２年　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、お健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は、一昨年に続き新型コロナ一色の１年でした。医療法人社団　坂梨会の阿蘇温泉病院・阿梨花病院大津、及び、
関連の介護施設では、施設内の感染対策のための様々な環境整備・体制整備、地域の皆様へのワクチン接種体制の整備
を行っております。感染対策を最優先にしていることから、受診される地域の皆様や御家族の皆様には入館制限による
御不便や検温等の御手間をおかけしておりますが、日頃から御理解・御協力いただき感謝申し上げます。
　さて、２０２２年は、団塊の世代（１９４７年～４９年生まれ）が７５歳になり始め、７５歳以上の人口が総人口の
２割近くに迫る年と言われており、３年後の２０２５年には団塊の世代がすべて７５歳以上となり、さらに比率が高ま
ります。支え手である現役世代の負担増への対応、国家財政への医療費の負担軽減が必要であることから、一昨年に閣
議決定された「全世代型社会保障改革の方針」に則って昨年の 6月 4日に成立した医療制度改革関連法によって、２０
２２年１０月から高齢者の自己負担割合が引き上げられる等、本年は医療行政においては様々な変化の年となります。
　医療法人社団坂梨会においては、新型コロナウィルスへの対応・医療行政による制度変更への対応等、様々な変化に
柔軟に対応を進めつつも、地域の皆様に地域での生活を安心して継続して頂くために、サービスの質を下げることなく、
より質の高いサービスを提供し続けていけるよう、常に工夫・努力を重ね職員一丸となって邁進
していく所存でございます。
　また、医療法人社団坂梨会は、阿蘇と大津・菊陽の両地域を視野に入れたサービス提供体制の
基盤を整えるため、一昨年 8月に阿梨花病院大津に新棟を増築して運用を開始しておりますが、
本年は、更なる一歩を踏み出し、飛躍を目指したいと考えております。
　本年も、医療法人社団坂梨会の阿蘇温泉病院・阿梨花病院大津を中心とした医療・介護・福祉
施設を宜しくお願い申し上げます。

年頭所感

新春を迎えるにあたり

医療法人社団 坂梨会 理事長　坂梨 嘉壽惠

　新年明けましておめでとうございます。
　日本ではコロナ感染症が落ち着いた感がありますが、世界的にみると変異株の出現などもあり、当分はウィルスの脅
威と向き合っていく必要がありそうです。近年の科学技術の進歩には目を見張るものがあります。特に宇宙分野では民
間人が宇宙旅行を体験できるなど、昔観た SF映画の世界が一部現実となっており、100 年後の世界はどうなっているの
か想像するだけでもわくわくさせられます。
　医療分野においても、病気の診断、治療法の開発など医療技術は日進月歩で進んでおり様々な
恩恵を受けられるようになってきています。当院でもそのスピード感に遅れることなく来院され
る皆様に満足して頂けるような医療、介護を提供できればと考えています。
　人口の高齢化が年々進んでいますが、地域の皆様が住み慣れた場所で安心して暮らして頂ける
　　　よう、今年も従業員一同頑張って行きたいと思いますので何卒よろしくお願い致します。

阿梨花病院大津　院長　岩下 浩蔵



新年あけましておめでとうございます。
皆様には健やかに新年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
昨年も新型コロナウイルス感染症が猛威をふるい、当院においても感染症
対策で入院患者様の面会制限などに対し、当院をご利用される患者様、
ご家族の皆様に大きなご協力をいただきましたことに心より御礼申し上げます。
本年も引き続き、地域の皆様に安心し、満足してご利用いただけるよう職員
一同努めてまいりますので、宜しくお願い致します

新年のご挨拶

阿梨花病院大津　事務次長　橋本

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は格別のお引き立てを承り心より御礼申し上げます。
さて、昨年は、新型コロナウイルスの影響で、自粛ばかりを強いられてきま
した。
社会情勢も日々変化する中、看護もより安全により一層の感染対策が求めら
れました。2022 年度も看護師の求められる役割は大きいと考えます。私達は、
皆様によりそい温かい看護を目指すことを努力してまいります。
皆様にとって明るく楽しい 1 年でありますようお祈り申し上げます。
本年もどうぞよろしくお願い致します。 阿梨花病院大津　看護師長　今村

退院支援阿梨花病院大津の
　当院では、患者様・ご家族様が退院後も安心して療養できるよう、職種間のスムーズで密な
連携がとれる『退院支援』を見直しました。
　支援に対する対応の遅れなどの改善・シームレスな支援強化を目的に「支援シート」を作成し、
職種間で連携をとりながら “チーム” で関わるシステム作りを目指しました。この支援シートに
より、早期から目標設定ができ、多職種での話し合いが日常的に行われるようになりました。
　担当看護師を中心に、ご本人はもちろん、コロナ禍でなかなかご本人の状況を把握できない
ご家族の為にも、しっかり連絡を取りながら退院に向けて支援していきます。

入 院 カンファレンス
（7 日目）

カンファレンス
（30 日目） 退 院 在宅

施設

◆評価･目標設定 ◆課題解決 ◆退院支援 ◆在宅支援
・本人の思い
・家族の想い
・活動状況
・栄養状況
・薬剤情報
・医師方針

・症状の緩和
・リハビリ
・体力アップ
・栄養状態改善

・本人ができる
　事を支援
・家族の協力
　支援依頼
・サービス調整

・外来看護
・家族支援
・介護保険
　サービス

本人・家族の
思いを共有し、
目標設定します

ケアマネジャー
に参加してもらい、
情報共有と家族の

意向を再確認

『支援シート』
を活用し、

外来・在宅担当へ
支援を依頼



阿梨花病院大津　火災訓練

看護師
内村名那

　12 月 16 日、日中に透析室ラウンジで出火したとの想定で火災訓練を実施しました。
　訓練の主な内容は、火災発生時の通報・消火活動・避難誘導・報告となり、火災発生時の消火活動と患者様
の避難誘導・安全確保が目的となります。訓練は、実際に火災警報装置を作動させ、消防署への通報など本番
さながらの状況で行いました。
　火災が発生した透析室では初期消火・患者様の透析離脱・避難誘導を実施し、他のフロアでは消防署への
通報や患者様の避難誘導を実施しました。また、水消火器・屋内消火栓を使った消火訓練も行いました。
　これからも迅速な通報・消火・避難誘導が出来るように努力してまいります。

様々な状態の患者様を
想定しての避難

消火器を使った
消火訓練

2022 年 年男

透析室
臨床工学技士

馬場 栄世
新年明けましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新年を迎えられたことと、お慶び
申し上げます。
2022年は寅年ですが、私自身「虎穴に入らずんば虎子
を得ず」の気持ちで地域に根差した病院を目標に頑張
ります。本年もよろしくお願いします。

今年で 4年目になります。
今年は寅年です。寅年は成長していく年、これから
成長する物事の象徴が生まれる年、とも言われ、
とても縁起が良いとされています。
2022 年は皆様の素敵な笑ガオーが去年よりも
たくさん見られ、コロナに打ち勝つ年になることを
心より願っています。　

療養病棟
ケアワーカー
斉藤



診療案内（お気軽にお問合せ下さい）
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※当日の詳しい診察時間等のお問い合わせは、
　096-293-5000 までお気軽にお電話下さい。

◆月～金曜日        ◆土曜日8:00~12:00 / 13:30~17:00   8:00~12:00受付時間
診療時間 ◆月～金曜日        ◆土曜日8:30~12:30 / 14:00~17:30   8:30~12:30

循環器内科

整形外科
泌尿器科

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前

消化器内科

内科

※2
※１

※2  第2・3は内視鏡検査※1  予約制、診療時間13:30~16:30

し　ば　ら　く　休　診　致　し　ま　す

関
連
事
業

・居宅介護支援事業所ケアステーションおおづ   TEL:０９６－２４３－０００２
・通所リハビリテーションセンターおおづ   TEL:０９６－２４３－０２００
・訪問看護ステーションおおづ     TEL:０９６－２９４－２８３８
・阿梨花病院大津訪問リハビリテーション   TEL:０９６－２９３－５０００
・ライフグラン阿梨花（住宅型有料老人ホーム）   TEL:０９６－２９３－８８６６

〒869-1235  熊本県菊池郡大津町室 261-9
TEL:096-293-5000  FAX:096-293-0920医療法人社団 坂梨会  阿梨花病院大津

　紅白の水引を細く切った人参と大根で表現したものが紅白なますです。一家の平和を願う、とても縁起の
良い一品として食されます。お正月はご馳走三昧という方も多いと思いますが、ご馳走ばかり食べていては
胃腸も弱ってきます。そんな時に口の中をさっぱりさせて、胃腸の消化作用を助けてくれるのが酢の物のな
ますです。なますに使われている大根には、炭水化物・脂肪・タンパク質の消化酵素 (アミラーゼ・プロテ
アーゼ・リパーゼ )が含まれていて、食べ過ぎによる胃もたれや胃の膨満感を感じている方に、おすすめの
一品です。作り方はとても簡単で、料理の腕前に自信のない方でもすぐに作れる簡単レシピです。

「紅白なます」

・大根 1/4 本
・にんじん 1/3 本
・塩適量
・砂糖大さじ 2
・酢大さじ 3
・刻んだ柚子
　（お好みで）少々

・大根とにんじんの皮をむいて細切りにする。
・細切りにした野菜に塩をふりかけ、
　しばらく放置する。
・砂糖と酢を混ぜ合わせておく。
・塩をふりかけた野菜を絞り、水分を捨てる。
・混ぜ合わせた砂糖と酢を野菜と和える。
・お好みで刻んだ柚子の皮を盛り付ける。

材料 作り方


